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外
務
省
が
公
表
し
た
「
外
交
文
書
の
欠
落
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」
の
調
査
報
告
書
に
関
す
る
質
問
主
意

書

昨
年
九
月
十
六
日
、
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
、
外
務
省
に
お
い
て
「
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
」

（
以
下
、
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
立
ち
上
げ
、
い
わ
ゆ
る
密
約
（
以
下
、
「
密
約
」
と
い
う
。
）
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
、

�

一
九
六
〇
年
一
月
の
安
保
条
約
改
定
時
の
、
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
密
約

�

同
じ
く
、
朝
鮮
半
島
有
事
の
際
の
戦
闘
作
戦
行
動
に
関
す
る
密
約

�

一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
時
の
、
有
事
の
際
の
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
密
約

�

同
じ
く
、
原
状
回
復
補
償
費
の
肩
代
わ
り
に
関
す
る
密
約

の
四
点
に
つ
き
、
徹
底
し
た
調
査
を
命
じ
る
大
臣
命
令
を
同
省
に
出
し
、
本
年
三
月
九
日
、
「
委
員
会
」
に
よ
る
「
密
約
」
に

関
す
る
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
。
本
年
三
月
十
九
日
、
四
月
二
日
に
行
わ
れ
た
、
「
密
約
」
に
関
連

し
た
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
の
参
考
人
質
疑
で
は
、
「
密
約
」
に
関
連
し
た
文
書
が
外
務
省
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
大

き
な
疑
問
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
右
の
�
の
密
約
に
関
連
し
た
文
書
を
巡
る
情
報
公
開
訴
訟
に
関
し
、
本
年
四
月

一



九
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
は
、
�
の
密
約
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
国
が
「
関
連
文
書
が
存
在
し
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
情
報

不
開
示
と
し
た
処
分
を
取
り
消
し
、
開
示
を
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
右
判
決
に
関
し
、
岡
田
大
臣
は
四
月
九
日
の
記
者

会
見
で
、
「
控
訴
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
、
同
月
二
十
二
日
、
東
京
高
裁
に
控
訴
を
申
し
立
て
て
い
る
。
同
時
に
岡
田
大

臣
は
、
右
を
受
け
て
「
外
交
文
書
の
欠
落
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」
（
以
下
、
「
調
査
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
立
ち
上

げ
て
お
り
、
そ
の
調
査
報
告
書
（
以
下
、
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
が
六
月
四
日
に
公
表
さ
れ
た
。
「
報
告
書
」
に
よ
る
と

「
調
査
委
員
会
」
は
、

�

東
郷
和
彦
・
元
外
務
省
条
約
局
長
が
国
会
等
で
発
言
し
た
赤
フ
ァ
イ
ル
等
及
び
引
き
継
ぎ
メ
モ
の
存
否
と
行
方

�

情
報
公
開
法
施
行
前
の
外
務
省
の
組
織
的
・
意
図
的
な
文
書
廃
棄
の
事
実
の
有
無

�

吉
野
文
六
・
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
と
ス
ナ
イ
ダ
ー
駐
日
米
国
公
使
が
イ
ニ
シ
ャ
ル
し
た
「
議
論
の
要
約
」
等
、
沖
縄

返
還
「
密
約
」
に
関
す
る
文
書
の
行
方

の
三
点
に
関
す
る
調
査
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
調
査
委
員
会
」
は
以
下
の
様
な
見
解
を

示
し
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

二



「
東
郷
氏
が
指
摘
し
て
い
る
赤
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
は
、
東
郷
氏
本
人
以
外
に
知
る
者
が
な
く
、
そ
の
存
在
を
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
」

「
東
郷
氏
か
ら
谷
内
氏
に
対
し
て
条
約
局
長
室
内
の
資
料
が
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
点
で
は
、
双
方
の
説
明
は
合
致
し
て

い
る
。
」

「
東
郷
氏
に
よ
る
と
、
赤
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
は
『
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー

松
永
局
長
作
成
』
と
い
っ
た
原
義
も
一
部
含
ま
れ
て

い
た
と
い
う
。
東
郷
氏
の
記
憶
が
正
確
で
あ
り
、
本
来
保
存
さ
れ
る
べ
き
原
義
が
廃
棄
あ
る
い
は
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と

す
れ
ば
、
極
め
て
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
郷
氏
以
外
に
そ
の
原
義
を
確
認
し
た
者
、
記
憶
す
る
者
は
い
な

か
っ
た
た
め
、
真
相
は
不
明
で
あ
る
。
」

�
に
つ
い
て

「
本
来
保
存
す
べ
き
重
要
文
書
の
組
織
的
・
意
図
的
な
廃
棄
が
行
わ
れ
た
か
と
い
え
ば
、
本
調
査
委
員
会
の
聴
き
取
り
で

も
、
ま
た
外
務
省
内
の
現
存
文
書
か
ら
も
、
そ
う
い
っ
た
試
み
を
示
唆
す
る
よ
う
な
説
明
や
文
書
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
。
」

「
た
だ
、
情
報
公
開
法
施
行
へ
の
対
応
作
業
は
、
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
、
か
つ
本
来
業
務
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
。

三



こ
う
い
っ
た
中
で
、
意
図
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
不
用
意
な
文
書
廃
棄
が
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
関
連
文
書
を
含

む
重
要
文
書
が
失
わ
れ
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
」

�
に
つ
い
て

「
本
件
文
書
『
議
論
の
要
約
』
等
は
、
当
初
か
ら
原
義
が
日
本
側
に
あ
っ
た
の
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
」

「
ま
た
、
写
し
は
取
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
が
ど
こ
で
保
管
さ
れ
た
の
か
も
定
か
で
な
い
。
保
管
中
に
失
わ
れ
た
と
す
れ

ば
、
保
管
が
適
切
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
正
規
の
決
裁
を
得
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る

本
件
文
書
が
い
ず
れ
か
の
段
階
で
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
仮
に
、
そ
れ
が
写
し
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
必
ず
し
も
違
法
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
し
、
本
件
は
当
時
の
報
道
等
に
よ
り
、
当
初
か
ら
『
密
約
』
問
題
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
た
と
え
写
し
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
適
切
に
保
存
し
な
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
問

題
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
」

そ
し
て
、
「
�

お
わ
り
に

〜
外
交
文
書
は
な
ぜ
失
わ
れ
た
の
か
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
、

（
�
）
各
課
室
に
お
け
る
文
書
管
理
の
自
由
裁
量

（
�
）
担
当
官
中
心
の
文
書
管
理
体
制
と
引
き
継
ぎ
ル
ー
ル
の
欠
如

四



（
�
）
各
課
室
の
文
書
管
理
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
限
界

（
�
）
「
廃
棄
簿
」
（
廃
棄
文
書
目
録
）
の
保
存
期
限
の
問
題

の
四
点
を
、
外
務
省
に
お
け
る
文
書
管
理
体
制
の
問
題
点
と
し
て
挙
げ
、
総
括
し
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
「
調
査
委
員
会
」
に
よ
る
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
人
物
は
、
事
務
次
官
経
験
者
二
名
、
条
約
局

長
経
験
者
四
名
、
北
米
局
長
（
ア
メ
リ
カ
局
長
）
経
験
者
四
名
（
重
複
あ
り
）
を
は
じ
め
と
す
る
十
五
名
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
右
十
五
名
の
う
ち
、
現
職
の
外
務
省
職
員
と
既
に
外
務
省
を
退
職
し
て
い
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
名
い
る
か
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
十
五
名
の
官
職
氏
名
（
外
務
省
を
退
職
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
退
職
時
の
官
職
）
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

一
の
十
五
名
に
対
す
る
聴
き
取
り
調
査
を
記
録
し
た
文
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

四

外
務
省
と
し
て
、
「
調
査
委
員
会
」
に
よ
る
「
報
告
書
」
を
も
っ
て
、
「
密
約
」
に
関
連
し
た
調
査
及
び
真
相
解
明
は
全

て
終
了
し
て
お
り
、
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

五

前
文
で
触
れ
た
様
に
、
「
報
告
書
」
は
外
務
省
に
お
け
る
文
書
管
理
体
制
に
つ
い
て
種
々
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
も

の
の
、
「
密
約
」
に
関
連
し
た
文
書
が
な
ぜ
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
真
相
解
明
に
は
全
く
至
っ
て
い
な
い
と
考
え

五



る
。
本
年
四
月
二
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
、
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た
坂
元
一
哉
大
阪
大
学
教
授
と
春
名
幹
男
名
古
屋

大
学
教
授
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
あ
る
べ
き
文
書
が
な
い
。
不
自
然
な
欠
落
、
残
念
な
欠
落
が
あ
り
、
歴
史
の
検
証
と
し
て
真
相

究
明
を
是
非
や
っ
て
ほ
し
い
。
外
務
省
の
た
め
に
も
な
る
」
、
「
今
回
の
調
査
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
文
書
が
そ
ろ
っ
て
い

な
か
っ
た
。
不
自
然
で
、
意
図
的
な
廃
棄
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
そ
の
動
機
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
て
い

た
。
同
省
と
し
て
、
今
後
も
究
極
的
な
問
題
の
解
決
を
図
る
、
つ
ま
り
、
「
密
約
」
に
関
連
し
た
文
書
が
な
ぜ
廃
棄
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ま
た
廃
棄
し
た
者
は
誰
か
等
を
突
き
詰
め
る
べ
く
、
努
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。
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